
２．助産師職能委員会

研修名

開催日時

研修形態

受講者数

対象

講師

内容

1.アンケート結果　回答２５名　回答率80.0%

   （1）属性

   （2）講義・ワークショップの満足度

分娩介助　自然出産　助産ケア

１）正常なお産に導く助産ケア　～ベテラン助産師のスキルから学ぶ～

令和６年　９月　７日（土） １０:００～１２：００

集合・オンライン

総数２５名(集合１７名　オンライン８名) 会員２０名　非会員５名 定員　　３０名

助産師

ねらい

（１）正常な分娩経過を促進するための助産ケアについて、ベテラン助産師の講義から基盤と
　　  なる助産観とスキルを学ぶ

（2）分娩に関する困りごと、スキルアップの方策・課題などワークショップで共有し、解決に繋ぐ

さくらんぼ助産院　助産師　柏山　美佐子

4

73
1

5

①助産師経験年数

５年未満

５から９年

１０～１４年

１５～１９年

２０年以上
14

2

1 3

② 職位（ｎ＝人

スタッフ

主任・副師長

師長以上

その他

18

1 1

③講義の満足度

大変満足した

満足した

どちらでもない

やや不満

大いに不満 16

3
1

④ワークショップの満足度

大変満足した

満足した

どちらでもない

やや不満

大いに不満



・具体的なお産の手技がよくわかった

・分娩ケアに取り入れていきたい（5名）

・お産への思いを再認識できた

・側臥位の介助や妊娠期からできる助産師の手技や工夫を学ぶ事ができた

・普段分娩管理をしている中で悩むことに焦点を当てて話が聞けたのでよかったで

・すぐに臨床でも活かせるような内容だった(４名）

・会陰保護の時の具体的な工夫が聞けた

・多くの知識・経験からくる助産技術を学べた

・普段の悩みへの解決策が得られた

・もっと時間をかけて内容ももっと深く細かく詳細に聞きたかった

・側臥位の分娩介助がよくわかった(３名）

・リモートだったけれど、会場の方達と講師の実演がとても参考になった

・実際の手技や、お産の現場での介助やケアが見れて、勉強になった(４名）

・実践的で内容がよく分かった(３名）

・すごく興味深い内容だった(２名）

・時間が不足でした

   （3）講義の感想

（４）ワークショップの感想



研修名

開催日時

研修形態

受講者数

対象

ねらい

話題提供者

内容

（1）属性

（2）交流会について

・ 分かりにくい
所とわかるとこ
・ オンラインの

通信環境が悪

２）助産師交流会　助産師が実践する「いのちの教育」

令和６年１１月２３日（土） １３:００～１６：００

集合・オンライン

総数３０名(集合２８名　オンライン２名) 会員２５名　非会員５名 定員　　３０名

いのちの教育　性教育　模擬授業

1.アンケート結果　回答２７名　回答率９0.0%（保健師　１名　看護師　１名　助産師　２５名）

助産師

いのちの教育を実践している講師の授業を体験し、その意義、ノウハウを共有する。
いのちの教育に関する理解を深め、ネットワークを築く。

「いのちの教育から得られたもの」　　　  高知県立大学　講師　徳岡　麻由　氏
「チームで実践するいのちの教育」 　 　国立高知病院　 福重　眞紀　氏　山口　果奈　氏
「教育現場と連携したいのちの教育」    夜さ来い助産師相談処　久保　美樹　氏

1

7

118

①経験年数

１年未満

１年～４年

５年～９年

１０～１４年

１５年以上

173

2

3
11

1

②職位

スタッフ

間管理職（主任等）

管理職（看護師長等）

個人事業主

会社員(夫の会社)

未開業助産師

事務職

22

4
1

①参加の動機

自発的に参加

他社に勧められた

助産師会理事

24

3

②今後の活動ヒント

たいへん得られた

やや得られた

あまり得られなかった

全く得られなかった



　③　交流会の感想

　・ とても良かった(４名）

　・ とても良い交流の場でした（３名）

　・　ぜひ命の教育を実践していけるよう取り組んだいきたい

　・ 組み立てもよく、興味深くきかせていただきました。

　・ 自分自身が行うにはまだハードルが高いですが、積極的にまず見学にいこうと思いました

　・ 模擬授業も体験でき、イメージがしやすくなりました

　・　ペアやグループで動けるようなら参入しやすいと感じました。

　・ 他施設の性教育の教材が見れて参考になった。

　・　 取組み内容や方法、課題についてそれぞれに学びました。

　・ 今日の内容で様々なお話を聞くことができ大変勉強になりました。

　・ 大変勉強になり、刺激を受けました。なかなか勇気はないですが、学んでいきたいと思います

　・ 今後の講義のヒントや次世代の助産師育成などにも繋げていける研修でした

　・ 話題提供がそれぞれすごく良かったです。(２名）

　・ 実際に現場で活動されている方々のお話が聞けて良い学びとなりました

　・ グループワークがよかった　話題提供のかたのお話もつぎにいかせる内容だった

　・ 助産師だからこそ伝えられる大切なことが、ひとりでも多くの方に伝えらると良いと感じた

　・　自分に出来るのだろうかと不安ばかりでしたが、とても楽しみな気持ちになりました

　・ 助産師として活動する思いや助産師である一人の先輩、生のおことばはあたたかく、響きました

　・ 基本のベースに、その時々の学校からのニーズなどに対応して行く事が大事なのだと改めて感じた

　・ 県内の性教育の現状や課題を知ることができた

  ・ 病院外での助産師の働き方や、自分自身の価値観について考えることができた



⑤ご感想や今後希望される研修内容

　・ 保健指導者としての技術アップ 妊婦相談、育児相談、思春期相談の土台となる心得など

　・ 休日返上での出向について県や看護協会から各施設幹部に働きかけてもらえるとありがたいです。

　・ いのちの教育について継続、母乳育児、子ども達の育ちに関係する問題など

担当者より

　今年度は高知県周産期体制が大きく変化し、院内助産への期待が高まるなど助産ケアに注目が集まった。そこ
で、実践力に焦点を当て、分娩介助・いのちの教育のテーマで行い好評を得た。
　今後も実践を交えた研修を計画したいと考える


